
会員各位殿 平成 3年 3月 17日
つつ じが丘統一 自治会

会長   

第 16回 定時総会開催のお知 らせ

日ざ しもやわ らか く、あち こちに春 のお とずれが感 じられ る今 日この頃

会員各位 には、益 々 ご健勝の ことと、お慶び申 し上 げ ます。

さて、第 16回 定時総会を下記 の通 り開催す ることとなりま したので、

万障 お繰 り合わせ の上、御出席賜わ りますよ う、 ご案内申 し上 げます。

日 時

記

平 成 3年 31日 (日 ) 午前 9時 30分 ～ 12時

鵜沼地 区体育館 (上 池公園内 )

(1)平成 2年度会務報告及 び承認の件

(2 平成 2年度 会計報告及 び承認の件

(3 自治会規約 改正 の件

に)平 成 3年度統一 自治会活動基本方針案の審議及 び

承認の件

151 平成 3年度予算案の審議及 び承認の件

(0 役員 (会 長 、副会長、会計監査 )改 選の件

(7)そ の他

以上

なお、会場準備 の都合上、出欠を最終頁の出欠票に ご記入の上、来 る

3月 23日 まで に 各班長 さん に ご提 出下 さい。 また、当 日欠席 され る方は

委任状 も合わせて ご提 出下 さい。

2.場 所

3.議 題



平 成 2年 度 (第 15期 )統 一 自治 会 会 務 報 告

本年度 の 自治会活動は、 15年 のつつ じが丘 の歴史の中で も、多 くの

大 なテ ーマの取 りまとめの一年であ った と思います。 しか しなが ら、各

員が毎年 1年 で交替す るという現実 の中で、単年度の活動では処理で き

い問題 もあ り、今後の自治会活動に も一石を投ず る結果になつております

以下昨年度当初 にご承認頂いた活動方針 に従 い、 ご報告致 します。

1.生 活環境、福祉問題 に関す る諮問委員会の活動の推進

2年 間 にわたる委員会活動の最終結果 として、自治会に対 し「 『高齢

社会』 に対す る自治会のあ り方 に関す る答申書」を平成 3年 1月 始め

頂 きま した。全 24ペ ージの答 申書 について は、会員の皆様には各戸

覧 にてお知 らせ致 しま したが、その内容は、非常 に多岐にわたり、今

の街づ くりの重要な参考資料 に して まいりたいと考えてお ります。

各委員の皆様には、長 い問大変 ご苦労様で した。心 よりお礼を申 し上

ます。

2.班 長会議及び班活動の活性化

このテ ーマは、 自治会の基本姿勢 と して継続 してお りますが、本年度

班長任期を 1年 としたこともあ り、班長 と班 員のコ ミュニケーション

さ らに深 め、各 自治の独 自性を確立 したいと考えていました。

全班長 の協力により、当初の成果を上 げることがで きたのではないか

思 ってお ります。

3.‐ 役員選考委員会の早期活動

昨年総会 において、規約改正をお願 い し、 4月 より早期活動を開始 し

が、各 自治における役員選考の方法が 、互選 という名をか りた燐番、

しくは くじ引 きなどといった ことが、 いまだ行われているのが現実で

る以上、基本的にはその真の 目的 は先送 りとなりま した。

しか し、 この問題は組織の根幹を なす もので もあ り、来年度以降互選の

定義 につ いて、明確なルール作 りが必要かと考えてお ります。



4_集 会所設備の充実

前年度総会 にお いて承認された予算 に従 い、下記の通 り更新及 び増設を

行 いま した。

(1)印 刷機の更新

総)放 送設備 の更新

6)電 話機の増設

以 上

《後記》

昨年の活動方針 に基づ く報告 しとては、以上の通 りですが、本年 は特 に

次の 3件 につ いて書 き添えなければ な らないと思 います。

1.(仮 称 )福 祉 セ ンター建設委員会の活動

全会員に大変協 力を頂 きま した (仮 称 )福 祉セ ンター建設の誘致が特に

4丁 目の皆様の ご理解をいただ き、上池公園内に決定す ることがで きま

した。 これにつ いては、現在 も建設委員会の皆様 により、施設の内容 に

つ いてつめていただき、 3月 に第一次答 申書の形で提出を頂 きま した。

また、施設の運 営、管理面につ いては来年度 11月 上旬に第二次答 申と

して提出をお願 い しております。委員会の方々には大変 ご苦労様ですが、



来年度 もその活動の推進をお願 いいた します。

2.自 治会創立 15周 年記念行事

平成 2年度 は、わがつつ じが丘 自治会 も創立 15周 年の記念 の年 であ

ま した。昭和 51年 わずか 43戸 で 自治会がスター トしてか ら15年
を迎え、現在 950余 の大 きな街 に発展 しま した。

この間、 ご苦労頂 いた第 1期 か ら第 15期 の役員の代表の方 々にお集

り頂 き、 また、市長は じめ近 隣の役員の代表 に もご参加を賜わ り、 9月

15日 に記念式典及び、 15本 の記念植樹を行 うことがで きま した。  
今後 と も会員各位の自治会に対す る理解 と協力をお願 い し、未来へ向

て さ らな る発展を願 い、努力を続 けて まい りたいと考えてお ります。

3.汚 水委員会の終結 について

当委員会 は、各広報よ り選ばれた 16名 のメ ンバ ーによ り真剣 な討議

つづけ、連続 3年 にな ります。 その成果 と して、対興人 との移管承継

関す る協定書及 び同覚書の草案を まとめていただ きま した。       
この間、委員の方よりQ申 し出 もあり、これ以上委員の皆様 に負担を

けることは心苦 しく、後は自治会 としてこの問題を解決 していきたい

考えてお ります。なお、規約上は公共下水道開通まで組織は存続 して

おきたいと思 います。

委員長は じめ各委員の皆様には、 3年 間の長 きにわたるご苦労に対 し

よりお礼申 し上げます。

(7)



〔 Eヨ 滉螢 署辱 Eイ ≧ 〕

平成 2年度 は、 `広報会 "と 称 して きた各町内を “自治会 "と し、

“つつ じが丘 自治 会 'を “つつ じが丘統一 自治会'と 変更 した最初 の年で

あ りま した。名称変更のね らい も各 自治会の特色を生かす ことを基本 と し、

よ リー層の “自主運 営 の尊重 'と “活動 の主体性発揮 "を めざ し、 その

施策 と して班長任 期 を半年 か ら一年 と し、 自治活動の基本は “班長活動

活性化 "に あ ることを理念 しとて、意見集約 に努めて まいりま した。

各 自治会の意 見の多様化 の中で、当初の 目的は達成 されたと思 います。

(1)自 治会活動    
①各 自治会長を は じめ、役員の方 々の もとよ りの ご尽力、 ご協力によ り

市行政か らの伝達 事項 、運営 に関 し円滑 にで き、年間行事 に関 して も、

市及び近隣地区か らの巾広い支持 と積極的賛同を得 ることができま した。

②青少年育成及 び社 会福祉面 に関 して も、地道 な努力が積み重ね られ、来

るべ く高齢化社 会 や、施設受入れに関 し、中長期を展望.し つつ、熱心 に

討議を進 めた一年 であ った と思 います。

(2)当 面す る主要 課題 につ いて

①市長 と語 る会 (6/5)に おいては
6公

共下水問題"を 取 り上げま した。

これ も、汚水施設 の老朽化 と相 まって住環境 を左右 しかねない緊急、か

つ最重点課題 と して、 いまなお、関係各位 とのねば り強い交渉を続 けて

お ります。

② コ ミュニテ ィセ ンター建設問題

平成 4年 3月 竣 工 予定 と して提示あ りま した本件は、誘致決定をみた

役員会決議 (9/1)の 後 、高齢化対応、住民ニ ーズ としての福祉充実

策の一環 と して 、 当団地 の将来 の理想 や理念 を最大公約数取 り入れた

施設完成 をめ ざ し、討論を重ねてまい りま した。

そ して、大切 な こ とは、当地域全体の住環境 改善の中で、上池公園全体

の景観の向上 に結 びつ けてい くことだ と考えてお ります。



③ 各種行事企画全般について

育成会、 PTA等 の八木山校下 と しての行事、そ して各種団体や各専門

委員会の諸活動全般 については、各 自治会役員関係各位の ご支援 、 ご協

力 によ り、成功の うちに終え ま した こと、大変感謝致 してお ります。

特 に、専門委員会活動に関 しては、予算面での制約が どうして も伴 うこ

とを考慮 した上で、今後 とも各委員会 と しての英知 と努力を 自治会方針

に沿 った中で、努力 していきたい と考えます。

概 して諸活動 とも `真 に要請 され るべ く当地域に適合 した活動 とは何

か ?"を 今後 とも携わつてい きたいと考えます。

以上、当面す る諸問題 (例 えば汚水施設問題、 CC建 設問題、高齢化

対応 に伴 う諸施策等)15年 の歴史の諸問題が併行 し、解決を求 め られ

る今、次年度の新役員への協力を誓 いつつ、 よリー層統一 自治会 その も

のの永続的な発展 と果敢な行動力を期待 し、申 し送 り事項 と してお願い

してい きたいと思います。

(3)市 及 び各種団体、班長 さん始め関係各位の方々に

最後に 自治会発足 15年 目の節 を終え るにあたり、本年、喜怒哀楽を供

に しつつ、諸問題 に心わず らわせ、語 り合 った多 くの時間、多数の方 々に

は、やは り、生涯の友としての “人の和 'こ そが当団地の唯一の真 の財産

で あ ることを再確認致 しま した。

自 ら思 う `明 るい活気ある街づ くり"に は、一人で も多 くの方 々の参加

が是非 と も必要条件 であ り、その為 には、当地域の主人公 と しての役割に

めざめ、一層の自治確立維持の向上を願 いつつ、平成 2年度役員一 同心よ

り厚 く御礼 申 し上げます。

〔環 境 委 員 会 〕

(1)ゴ ミの処理について

生 ゴ ミの収集 と燃えないゴ ミの分別収集につ いて、その搬出方法 につい

て「 お願 い」書を回覧 して注意 を喚起 しま した。



(2)緑 地対策 と公園の管理 につ いて

① 中央公園 に 自治会発足 15周 年 を記念 して、植樹を行いま した。

②公 園の遊具、施設、樹木の補修 、剪定等 にう いて市当局へ要望書を提出

しま した。 なお、市当局は、樹木の剪定等は予算上、保安上、必要 な も

の に限 ると して いる為、 自主的管理 を行え るよう、高枝切鉄 と剪定鋏を

各公園 に配備 しま した。今後 と も、要望書を提出 し、市当局へお願 い し

て い く所存です。

(3)不 在地主 、空 き地の草刈 り及 び管理 につ いて

平成 2年度 当初 の空 き地総区画 は 204区 画で、 うち自己処理 67区 画

自治会依頼 131区 画、住所が変 わ って連絡の とれないもの 2区 画、回答

の とれない もの 4区 画 (1地主 )と な りま した。その後、自己処理で草刈

りを実施 されない区画 と回答の とれ ない区画 について督促状を送 り、なお

実施 され ない もの については、消防署 よ り注意書を送付 して いただいてお

ります。 自治会依 頼分につ いては、各務原土木 と年間 14,000円 /区画で

契約 し、春 、秋 2回刈 り取 りを行 いま した。

(4)犬 の糞害 につ いて

犬 の糞処理の徹 底を回覧でお願 い しま した。 まだ、時々見 られ ます。

今後 と も、 フ ンゼ ロ運動 にご協力をお願 い します。

(5)路 上 の迷惑駐車 につ いて

他人の車庫前へ の路上駐車 によ り、車庫か ら出 られ な くなつた事例があ

り、路上駐車 のマ ナ ー喚起の回覧を行 いま した。お互 いにマナ ーを守 り住

み よい団地 をつ くりま しょう。

〔がこ 化 タト H‐ ヨ辱 婆載 髪妻 〕

平成 2年 度の活動 は、新 しい委員の不慣れか ら、試行錯誤を繰 り返 しな

が ら、それで も計 画 に従 って右往左往 しなが ら 1年 を経過 しよ うと してお



ります。 その計画行事の実施結果 は、次 のとお りです。

(1)盆 踊 り大会

① 日時  平成 2年 7月 28日 (土 )午後 7時 ～午後 10時

平成 2年 7月 29日 (日 )午後 7時 ～午後 10時

②場所   つつ じが丘中央公園

③人 出  28日   約 1600人                    
29日   約  400人

合計 約 2000人

④催事

ア、盆踊 り、夜店は各 自治会毎 28日 に一店を出店           
但 し、 C丁 目夜店 (ア イス ク リーム)は 29日 も開店

イ、大抽選会

抽選会参加者は 580本 分、当た りは、図書券 (500円 )80本
豆腐券 (2丁 )35本 、手芸用品 2本

ウ、その他

_ビ ール、 ジュースの各戸配布 は引換券で行 った。会場で踊 って い

人を中心 にアイスキ ャンデ ーの配布を両 日にわたって行 った。    

(2)八 木山校下大運動会

平成 2年 10月 10日 の体育の 日、八木山小学校 につつ じが丘、松が

両 自治会主催で実施されました。本年は、抽選会を行 うなど新企画 もあ り

住民多数 の参加を得て健康的で楽 しく実施することがで きま した。     

(3)市 民展

① 日時  平成 2年 11月 3日 (土 )午前 10時 ～午後 4時

平成 2年 11月 4日 (日 )午前 10時 ～午後 3時

②場所  体育館

③ 出品作品等

出品者  73人   出品点数  120点



④入場者 約 200人 (芳 名録記帳者 1

⑤その他

出品者 に参加賞 と して図書券 (5

婦人会 の協力で入場者 に抹茶、 コ

〔ツケ 夢亀 ヨ暑 獲義 者姜 〕

(1)防 災訓練

①春の防災副1練   5月 27日 (日 )AM.10:00～ 11:30

上池公園西広場 にて東消防署指導 によ り、消火器 による初期消火、応急

手当の訓練を実施 した。当日は、好天 に恵 まれ 190名 の参加者が公園

に整列 し、防護 団長、東消防署隊長挨拶の後二班 に分かれ、消火器操作

と消火訓練 、三 角 巾による応急手 当訓練を行 いま した。

特 に、消火訓練 には女性の方 の積極的 な参加があ り、初期消火活動 に

役立 った と思 われ ます。             .

②秋の防災副1練   11月 11日 (日 )AM.10100～ 11:30

上池公園西広場 にて東消防署指導 の もと、西町消防団協力 により、東海

地震を想定 した避難訓練、消火栓 によ る初期消火訓練を実施 した。

当 日は、市民清掃での疲れと、強風 と寒 さのためか参加者が 130名 と

少な く、事前の防災意識昂揚が不足 したと感 じた。

避難副1練 は、各町内の公園に集合後 、 10時 のサイ レン合図で上池公園

に避難開始 、全町内避難完了 し、整列 まで はぼ 10分 要 した。 その後、

二班に分かれ、指揮者、バルブ操作係、伝令係、 ノズル操作係 2名 の

一 グループ 5名 でホース着脱、消火栓開閉、放水 と実際の操作を消防署

の指導を受 けなが ら参加者の方 に訓練頂 き、感触を体で会得 されたと思

います。 マ ンネ リ化の声 も聞かれ る防災訓練 ですが、訓練 も繰 り返 し

行 うことでいざという時の半1断 力や、習慣 も身に付 くものと思われます。

家庭 において も、防災について話 し合 い、突然の災害に も被害を最小限

に食い止め るよ うに したい ものです。

０
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ヒーの接待



(2)防 災施設整備

①消火器具更新

現在 、団地内にホース格納箱 は 31箇 所 あ りますが 、錆が発生 し壊れ

箱 9箇所、ホース、ノズル使用不適当な もの 1セ ツ トを更新致 しま した

毎年点検、修理 しいつて も使え る状態 に してお く必要があ ります。

②つつ じが丘防護団組織図設置

防護団組織が昨年度発足致 しま したが、組織図を集会所 ホ ールに掲示

ま した。今後は防護団組織による防災ヨ1練 の実施を行 う必要があります

(3)西 町消防団 との連携

数年前、八丁 目住居火災の時は西町消防団に多大な る協力を頂 いてお

ます。当団地 には、自衛消防団組織 なる ものはな く、防護団組織が あ る

みで、現在 も西町消防団の援助を お願 い してお りますが、 このたび、西

自治会 と当 自治会の間で「防災活動 と災害発生時における相互協力体制

な る文書を交わ し、今後 とも現在の関係 を継続 し、協力関係を明確 に し

い と思 い ます。

(4)そ の他

夏の盆踊 り、八木山校下運動会での会場周辺警備、八木山 クロスカ ン

リーでの焚火防火を協力 した。今後 と も団地内での災害をな くす ること

万一災害が発生 した ら、最小限 に食 い止 め るべ く、全住民の防災意識の

揚 と日頃の活動が重要 と考え ます。会員の皆様の ご理解 とよ リー層 の ご

力をお願 い致 します。

〔海 水 対 策 委 員 会 〕

対興人 との汚水施設移管承継協議 の円満達成 と、市公共下水道第二期

事 (当 地区)の 受入れ準備 とを 目標 に、今年度 も引 き続 き定例、臨時例

での活発 な討議を続けて参 りま したが、 当面最 も憂慮 され る豪雨時の処

場満水事故 は、本年 9月 に も繰 り返 され た。



置 されたままで あ ります。名古屋事業所長の移動 もあ って、 11月 10日

第 2回 協議会を実施 し、継続審議で きる基本方針が双方で合意 されま した。

主 な事業活動の概要

4月 度 前年度 に決定 された委員会各班別責任分担業務の最確認を行 う

A班 長 副委員長

移 管後の施設全般 に要す る予算関係の試算、下請け業者の

選 定準備

B班 長 委員

現 有施設の管理範囲 、機能等の調査 と問題点

C班 長 副委員長

移 管承継手続 きと自主運営組織、規約の整備

5月 度 雨水流入事故対策 と して全住民 による自主調査報告の検討審議

(株 )興人側の責任追求 のために岐阜行政監察局へ提訴す る

6月 度 公共下水道第二期工事 に備え、受益者切替え分担金、下水料金、

団地補 修費等の情報資料 の審議

7月 度 市 水道部長の要請 による第二期工事切替えに関す る団地代

表窓 日の決定及 び一般説明のため、興人、統一 自治会執行部、汚

水対策委員の三者会談を実施 した結果の発表 と最確認

8月 度 対興人 との協議事項の整備検討 、住民の雨水流入 自主調査の実施

要領の検討、確認

9月 度 雨水流 入 自主調査結果の詳報の検討の結果を審議 し、事故家屋 に

対す る再調査を各汚水委 員が実施す る

10月 度第 2回対興人協議方針 は、最重要事項による契約書方式 に決定 し、

協議の構成、ル ール等の策定打合せ

11月 度第 2回 対興人協議会実施結果の発表、審議

所 長 は退職、後任 所長

口、興人側 は協議会を続行 し、早急 に移管を完了 したい旨表明

ハ、協議会 は原則 しとて月 1回 (土 曜 日)事 前 に討議事項の文書通知

二、協議は代表者に限 る。合意事項 は事後文書確認の必要



２

　

３

12月 度対興味人第 3回 協議会 に備え、 ABC各 班分担事項の最確認 と

統一意見の調整

月度 対興人第 3回 の提案方式 は「移管承継協定書並 びに覚書」の交換

により興人側のホ ンネの判定を優先 し、合意後細部の協議へ進む

ことに決定。次回は 2月 の予定

月度  第 3回 協議結果に対す る審議及 びその方針の決定

月度  同上

双 方 の主 張 す る要 点

以上が現在 までの (株 )興人の協議 資料並 びに協議結果により判明 した

双方 の相違点であ ります。協議継続上 の基本的 な重要事項であ り、施設の

細部 にわ た る協議 に先行 し、双方が誠意 と良識の もとに合意点に達す るた

めに移管継承、管理運営、施設保証の三点を主眼 と した移管協定書を もっ

て協議す ることに決定 しま した。

委 員会 は、本年 3月 末を以て任期を終 わ る予定 ですが、今後の対興人協議

並 びに施設 の 自主運営については、新年度 自治会総会 において全住民が

問 題 点 汚水委員会 の主張 興 人 側 の主張

じ管協議会実施上

の位置付

全住民が契約 した汚水施設

維持管理契約

書方 11条 (細 部協議 )

興人売買契約 による特約条琴

に基づ く

施設 の移管 引渡 し

条件

施設に対す る細部を協議 し

合意協定が成立後引 き受 け

る

施設は数年前に複数の 自治会

長 に日頭 引渡 し済み

施設 の拷 化対策

費用 の負担

支払い済みの汚水料金内に

含まれてお り、すべて興人

国の更新義務

施設 は住 民 の もので あ り、施

設の老 化 対 策 は住 民負担

数回 にわ た る雨水

流入 事 故 の調 査

復 旧 問題

胞工上の欠陥であ り、施工

管理者である興人側 の調査

顔旧義務あ り

理場外 いっ水 に対す る応

置は実施済みである



決定す ることに な ります。

男女 16名 の委 員は、それぞれの休 日を返上 し、全住民の権利を守 るた

めに研修、問題 点 の追求審議を延 1850時 間以上費や し、意見の提案、

結論への協調等 、組織体 として相互の努力 と判 断を結集 しま した。

営利企業 (株 )興 人の主張に対 し、素朴 であ るが冷静 な住民 自治への長 い

挑戦を続け ま したが、残念なが らケ ジメまで到達で きませんで した。

しか し、少 な くと も各 自治会内、各委員の真剣 な住民 自治への関心 と心豊

かな街作 りの体験 は、地域の中で力強 い花を開 く事を確信致 します。



平 成 2年 度 ――切殴会 言十報 告

≪基 金 の 部 》

050,000× 8戸

《蒲彗 アヾマr σD書椰》

≪収 入 の 部 》

科 目 金 燿

1, 800, 00C E56年～平

"tう

己辱覆B
200, 000 平成 2」

詠 処理施設に関する準備金 3, 078. 400 昭和61年～平成元年度分定期預金
詠 処錮助L言没にi野する輔 金 UO, l成 2年度分定

i金 400, 000 昭和63年～平成元年度分割
200, 000 平成 2年度分定期預金

△ 6, 478, 400

科   目 当初見込| 収入額 備 考
面中 金 2,460,795 2,460,795
ヨ治全書 5,640,000 5.687,000 0500Xll,374戸

ヨ治会入会
`ヨだ箋蟄現通ン

H,000 40,000 01,000X40戸
il息 915.000 1,200,000

l治会長報酬 520.000 584,470 9/28 291.290    2/26 293.181
ミ師 割 846.000 953,500 9/28 474,500    2/26 479,00{
な男1収集協力報借金 169,200 171.630 9/28  85,410    2/26  86.22(
公踵酔青制 259,000 259,000 7/11 259.000
鍛 入 246.900 262,839

…

        33,530

美しい衡づくり奨日金      95,800
脚            133,509

(別隧曖踊り職     375,000あり)
合   計 11.067.895 1,619,234



《メ
=日

日σD書

“

》

清掃対策費
清掃用具費
翻 晦
空地革刈対策費
ゴミステーショ:

(100。 000)

(100,000)

(100,000)

( 50,000)

436,440

( 77,917)

(168,563)

(133,900)

( 56,060)

(      0)

(300。 000)

(1,300,000)

( 10,000)
100。 000)

1,616,932

(254,334)

(1,314,396)

( 10,000)

事務用急 印Elk製本代等
中 ヽ は

事 務 費
備品購入費
轟

防災行事費
地域防災費
消火器具備品費

( 50,000)

( 50,000)

(400。 000)

( 24,259)

(      0)

(448,709)

(350,000)

(200,000)

Gllit375,000円支出あり)餌 り雲Ul
運動会費用

平 成 2年 度 収 支 残 高

以上、平成2年度決算報告に誤りのないことを証明します。
会議

ゴミ袋、クレゾール液、
カマ、バケツ、草刈り機
自治会15周犠

19, 234



平成 3年度 (第 16期 )統一自治会活動基本方針案

わが街つつ じが丘 は、世帯数 も増加 し互いに関わ る人 の数 も4000人

を こえ る大 きな街 にな りま した。

人間はひとりでは生 きていけない生 き物です。 しか し、現在の社会は、

大 きくまた便利 にはな ったが、逆 に人と人とのふれ あいを、 ますます減 ら

す道へ進んでい るよ うに思われます。私たちの街 も、大 きいだけでは何の

意味 もあ りません。 そこに住む人達が、まず身近 な人達 との小 さなふれあ

いか らそのふれあいの輸を大 き くひろげ、まさに街全体が心豊かな街 にな

る時、「 新 しい街 に新 しいふ るさとを」の自治会の基 本理念が、花咲 く時

ではないで しょうか。

心のか よわぬ街 にふ るさとは生 まれません。つつ じが丘 に育つ子共達が

心 にふ るさとを持 て るよう、私 たち大人がまずその一歩 を進 めていかなけ

ればな らないと考 えてお ります。 この心のふれあい、人 と人 との出会いが

具体的には、自治会が行 う年間の行事活動であ り、 また各専門委員会が行

う住みよい街作 りの運営であ ります。

この考 えに基づ き今年度の活動のスター トにあた り、以下の活動方針を

ご提案 申 し上げ、 その ご理解 とご協力をお願 い致 します。

1.高 齢化 (福 祉 )問題等専門委員会の設置

平成元年度 にス ター トした諮問委員会がその 2年 間の活動を まとめあげ

自治会 に対 し「 『高齢化社会』に対す る自治会のあ り方に関す る答申書

」を提 出頂 き散会 しま した。

これを受 け、 自治会 と して この答 申書の諸問題 に具体的 にひとつずつ

形を付 けてい きたいと考えています。福祉 とい うテ ーマの広 さ、深さか

ら思 うに、時間的 に も 3～ 10年 の長期的視野 にた った ビジョンが必要

であ り、 自治会 と して も福祉元年 と位置付け、 この テ ーマを専門的に協

議す る委員会を設置 し、取 り組んでまいりたいと考えてお ります。



2.・汚水施設の移管承継の方向提示

汚水委員会 にて、興人 と折衝 を重ねて きた問題であ りますが、本年度 よ

り自治会 と して委員会 より草案 と して出され た「 移管承継協定書」並び

に「 覚書 」をベ ースにこの問題 に関す る協議 を、対興人 との間で進めて

まい りたいと思 います。汚水委員会 と して、 3年 間 ご努力頂 いた問題で

もあ り、方向提示 までには前途多難ではあ りますが、その 目標 に向か っ

て努力を続 けたいと思 ってお ります。

3.住 環境保全 規約の定着

平成 2年 2月 25日 、臨時総会 にて承認 され た同規約 も lヶ 年が過 ぎ、

新築 、増改築 物件において、建築計画書の書式で建築主 または業者 より

これを提 出願 い、その内容 に従 い自治会にて チ ェ ック、証明 し建築確認

書 に添付 し行政窓 ロヘ提出頂 いてお りますが、 まだ、 この規約の存在

またその取 り扱 いにつ いて、充分 に理解 されていない面があ ります。

したが って、 自治会 と して本年度 は、役員会等を通 じこのシステムの完

全実施を お願 い したいと思 います。

4.(仮 称 )ふ れあいセ ンターの予算措置

具体的 な管理 運営方針は、同建設委員会の第 2次 答 申をまたねばなりま

せんが、本年度末 には、施設 の とりあえずの備品を購入 しなければなり

ません。 したが いま して、本年度予算 の中にその購入費の予算を計上 し

てお ります。収入、支出の きび しい状況下ではあ りますが、今後 とも

会員の方 々の予算をあずか る者 と してその努力を して まいりたいと考え

てお ります。

5.役 員選考の基本理念 と互選 の定義 につ いて

この問題 は、 昭和 60年 の組織運営、役員人事 に関す る答申書 による

答 申を、現在 までその実効を 目指 し 5年 が経過 してお りますが、 ここに

あえてその理念 に基づ き具体的 に提案 したいと思 います。

自治会活動の根幹は、会員の意見を よ り多 く収集 し、 これを合理的に構



成 された組織 によ って住民全体の街づ くりを実践す ることにあ ります。

また、 この組織が円滑 に活動す る条件 と しては、役 員の責任あ る自覚 と

行動が必要であ り、 この条件を備えた適材を適所 に配置す ることが、組

織運営上 のキ ーポイ ン トであ ります。

しか しなが ら、現実 は厳 しく、今 までのよ うな選考を続 け ることは、選

んだ側 に も選ばれた側 に も責任 と自覚が乏 しく、中には名前だけの役 員

も出現 し、結局は時の執行部 または他 の役員に負担をかけ、会員の方 々

にとっては、それ以上のマイナス とな って戻 って くることで しょう。

そ こで、 このよ うな ことをで きるだけな くす ることを願 い、 また、規約

の互選 の定義 と して各 自治区において、各班 よ り候補者 1名 を選 出 し、

この全体 の候補者 による投票方式 (ま たは話 し合 い)に よ り、各 5名 の

役員を選 出す ることが民主的かつ合理的 な方法で あ り、各 自治区の独 自

性 に も結合す るもの と考え ます。

以 上



平 成 3年 J―予 算 案

    ≪収 入 の 部 》

科    目 金   額 備 考

市生 庁 饉 操 2. 716. 904 (腟)

ヨ治会費 5. 820. 000 @500X970戸 X12ヶ月
自治会入会金 14, 000 01000× 14戸
1治会-1息
l,1::``営 :」:言:11::lil‖

1, 047, 000 28. 285_ 713X4_ 50/0
591, 400 貿ヨ等軍害田 184,000 1壁喘諄饉‖ 407.400

釧 辮 970, 000 01000× 970戸
劇 僣 金 174. 600 01ROx970

公園制 259, 000
准 収 入 250, 950 趨臓馘詮   33,950(035X97炉 )

美しt嗜づくり奨n金    97,000(0100X970戸 )

顧金利巨(積直金ェ饉)  120.000
△ 計 11. 843, 854



《蓼
=日

日σD書椰》

※1, 400, 000 ※著 群 斗780,00
620. 00

事 務 費
備品購入費
会計委託費

1, 060, 000
(350, 000)

※ (550,000)
( 10, 000)
(150, 000

※折り機150,000
収納庫400,000

00, 000

清掃対策費
清掃用具費
緑化対策費
空地草刈対策費
ゴミステーショ〕

450, 000
(100, 000)
(100, 000)
(100, 000)
( 50, 000)
100, 000)

防災行事費
地域防災費
消火器具備品費

650. 000
( 50, 000)
( 50, 000)
(400. 000)
150, 000)

盆踊り費用
運動会費用

650, 000
(350, 000)
(200, 000)
(100, 000)
200, 000
200, 000

※510, 000
250, 000

1, 500, 000
700, 000
400, 000

1, 568, 854
11, 843, 854

015 OX970



【資料 1】

平成 2年度つつじがは汚水処理費決算書
基準月額 1世帯   1,600
6人を超える 1人につき 150~T丁

輛石市裏悪
円 111成 2年

1,498,500。 5.1

円

円

5 。28

1,500,100。 7.3

1,503,300, 8.6

1,511,300.

1,522,200。

―
ト
ー
ト
ー
Ｌ

950 "

(1りk)

SL名古屋

1,4981500.

望 型L_J_…

950 ''



【資料 Ⅱ】

自治会規約改正 (案 )

現行第 6条 (機 関 )本会は第 4条 の 目的達成及 び第 5条 の事業遂行のため

次の機関を置 く

(1)～ (5)

改正 (追 加 )(6)高 齢化 (福 祉)問題等の活動を行 う機関 と して専門の

委員会を置 く

現行第 16条 (定数 )本会は次の役員、委員及 び班長 を置 く

(2)委 員

C.専 門部には防災、環境、文化体育 の専門委員会の他

汚水処理委員会を置 き、 それぞれ に委員長 1名 、委員

を若千名置 く

改正      C.専 門部には防災、環境、文化体育 の専門委員会の他

汚水処理委員会及 び高齢化 (福 祉 )問題等専門委員会

を置 き、それぞれ に委員長 1名 、委 員を若干名置 く



J

呻

自治委員会

L斗 0-

丁ヽ目自治会 16-
一昌

役 職

一 自治会長

氏 名 住 所

5-
T  E  L 考

五丁目自治会長

副会長 6- 丁 目自治会長

副会長 4- 務局長

員会議長 8-
書 言己 1- 一丁 目副自治会長

コ
Ｌ 4- 四丁目副自治会長

計 (一般 ) 6- 六丁 目副 自治会長

計 (汚水 ) 7- 七丁 目副 自治会長

果会所管理 2- 二丁目副自治会長

育成会担当 3- 三丁目副自治会長

本育振興会 4-
畿関紙担当 5- 五丁目副自治会長

務 8- 丁 目冨1自 治会長

一丁目自治会 1-
昌ll 1-1

二丁 目自治会 2-
冨1 2-

三丁 目自治会 3- 
一員 3-

コ丁目自治会 4-1
冨J 4-

丁日自治会 5- 一自治会長

冨1 5-

一自治会冨1会 長

7-
丁目自治会

丁ヽ 目自治会



丘 統             簿

甲轟

|

1-
2-
3-
4-
5-
6-
7-

|

:1委員長三二IIヨ

l

員長

8-
災委員会 1-

2-
3- 医塞
4-
5- 目1委員長
6-
7-
8-

化体育委員 1- 署」委員長

2-1
3-
4- 委員長

5-
6-
7-
8-

齢化問題等

専門委員




